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─
─
沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も

医
療
セ
ン
タ
ー
の
沿
革
か
ら
お
聞
き
し
ま
す
。

　

沖
縄
県
の
救
急
医
療
は
、
主
に
、
戦
後
長
期

に
わ
た
り
県
立
病
院
が
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
、
当
セ
ン
タ
ー
の
前
身
で
あ

る
県
立
那
覇
病
院
と
県
立
南
部
病
院
の
老
朽
化

お
よ
び
災
害
対
策
、
機
能
強
化
の
理
由
か
ら
、

２
つ
の
病
院
を
１
つ
に
統
合
し
て
、
よ
り
高
度

で
先
進
的
な
医
療
を
提
供
で
き
る
病
院
を
設
立

す
る
構
想
が
立
て
ら
れ
た
の
で
す
。

　

一
方
で
、
当
時
の
沖
縄
県
に
は
小
児
医
療
、

特
に
先
天
性
心
疾
患
を
持
つ
小
児
の
医
療
を
専

門
的
に
行
う
施
設
が
な
く
、
年
間
１
０
０
名
ほ

ど
の
子
供
た
ち
が
本
土
ま
で
移
動
し
て
治
療
す

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
20
万

人
の
市
民
の
署
名
が
集
ま
る
な
ど
、
県
民
に
よ

る
こ
ど
も
病
院
設
立
の
要
望
が
強
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
前
述
の
新
病
院
で
は
、
高
度
急
性
期
病

院
の
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、
こ
ど
も
病
院
の
機

能
も
併
設
す
る
と
い
う
計
画
に
な
り
、
結
果
、

２
０
０
６
年
４
月
に
全
国
的
に
も
珍
し
い
施
設

の
オ
ー
プ
ン
に
至
っ
た
次
第
で
す
。

─
─
診
療
の
特
徴
と
現
況
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

診
療
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
当
セ
ン
タ
ー
は
８
ヵ
所

の
附
属
離
島
診
療
所
も
管
轄
し
て
お
り
、
離
島
、

僻
地
医
療
の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ

と
も
特
長
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
観

光
客
が
大
幅
に
増
加
し
た
離
島
も
あ
り
、
ま
た

各
島
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
離
島
の
人
々
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
ま
す
。な
お
、現
在
は
医
師
１
４
７
人
、

看
護
師
約
５
８
０
人
で
、
そ
の
他
の
職
員
を
含

め
る
と
総
勢
約
１
１
１
０
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
当

セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
ま
す
。

─
─
が
ん
医
療
の
取
り
組
み
に
特
徴
が
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
小
児
・
周
産
期
・
救
急
医
療

が
中
心
で
あ
り
、
成
人
の
が
ん
患
者
さ
ん
は
あ

ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
小
児
の

　

病
床
数
は
４
３
４
床
で
、
う
ち
病
床
１
０
６

床
が
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
に
割
り
当
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
総
合
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
県
内
の
周
産

期
医
療
の
中
心
的
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

母
体・胎
児
集
中
治
療
室
（
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
６
床
、

新
生
児
集
中
治
療
室（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）30
床
を
有
し
、

以
前
は
本
土
へ
紹
介
し
て
い
た
先
天
性
心
疾
患

の
子
供
た
ち
も
、
今
で
は
胎
児
期
に
診
断
し
、

新
生
児
集
中
治
療
を
経
て
年
間
約
１
０
０
例
の

手
術
を
実
施
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
３
月
に
は
、
全
国
で
10
番
目
と

な
る
小
児
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
認
可
さ

れ
ま
し
た
。
外
傷
・
熱
傷
・
感
染
症
な
ど
重
症

な
小
児
救
急
疾
患
治
療
を
行
う
小
児
集
中
治
療

室
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
８
床
に
増
床
し
て
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
旧
病
院
時
代
か
ら
力
を
入
れ
て

き
た
救
急
医
療
に
つ
い
て
も
24
時
間
３
６
５
日
、

“
断
ら
な
い
”
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
那
覇

市
を
含
む
南
部
医
療
圏
の
人
口
は
約
70
万
人
で

す
が
、
受
診
者
数
は
２
０
１
６
年
度
で
年
間
約

３
万
６
０
０
０
件
、
救
急
搬
送
数
も
年
間

４
６
０
０
件
を
数
え
ま
す
。
な
お
、
入
院
患
者

の
約
55
％
は
救
急
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
看
板
と
も
言
え
る
小
児
医
療
ば
か

り
で
な
く
、
成
人
部
門
は
24
診
療
科
が
あ
り
、

急
性
疾
患
か
ら
慢
性
疾
患
、
ま
た
、
内
科
系
疾

患
か
ら
心
臓
外
科
な
ど
外
科
系
疾
患
ま
で
、
集

中
治
療
室
も
15
床
を
有
し
て
最
新
か
つ
高
度
な

悪
性
腫
瘍
患
者
は
当
セ
ン
タ
ー
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
外
科
的
・
化
学
的
療
法
だ
け

で
な
く
、
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
も
設
備
の
充

実
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
２
０
１
６

年
に
は
最
新
型
の
放
射
線
治
療
装
置
を
導
入
し

ま
し
た
。

　

沖
縄
県
の
医
療
機
関
は
公
立
・
民
間
を
問
わ

ず
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
に
積
極

的
で
す
。
特
に
、
現
在
は
循
環
器
疾
患
や
悪
性

腫
瘍
に
対
し
て
そ
の
傾
向
が
強
く
、
競
争
は
厳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で

も
最
新
機
器
導
入
を
契
機
に
、
高
度
な
が
ん
医

療
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
周
辺
医
療
施
設
に

広
報
し
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

─
─
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

開
院
か
ら
10
年
が
経
ち
、
先
天
性
心
疾
患
を

持
つ
患
者
さ
ん
が
成
長
し
た
こ
と
で
、
成
人
先

天
性
心
疾
患
の
患
者
数
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
は
、
従
来
の
心
臓
病
と

は
全
く
異
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
と
は
違
っ

た
対
応
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

救急･小児･周産期医療を担う中核施設で
最新装置での高精度放射線治療を開始─
地域のがん治療の“最後の砦”化目指す
沖縄県の小児医療と、県南部の救急・周産期医療を担ってきた県立南部医療センター・こども医療センターは、
地域の最重要医療施設として、地域住民のみならず県民から大きな信頼を寄せられてきたことで知られる。
同センターでは、今後、全沖縄県民からのニーズが高まることが必至である高品質な “がん治療” 展開のために、
2016年10月、最新の高精度放射線治療に対応した高性能な放射線治療装置ならびにシステムの導入を果たした。
精度、質、安全性共に、今望める最高レベルの体制を構築した同センターのキーパーソンの方々に話を聞いた。1979 年熊本大学医学部卒。1983 年琉球大学医学部産婦人科

学教室入局、2007 年同教室准教授。2012 年より沖縄県立南
部医療センター・こども医療センター副院長、2016 年より現職

佐久本 薫（さくもと・かおる）氏

沖縄県立南部医療センター・こども医療センター

放射線治療システム「Versa HD」。エレクタ社
の最上位機種として、高い安全性のもと、1 台で
全身の様々ながんを治療できるよう設計された高
精度放射線治療システムである

沖縄県
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■

沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー 

放
射
線
科

最
新
型
放
射
線
治
療
装
置
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、

高
精
度
放
射
線
治
療
を
安
定
的
か
つ
積
極
的
に
推
進

沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・

こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

放
射
線
科 

副
部
長

伊
良
波
史
朗
氏
に
聞
く
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沖
縄
県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
医

療
セ
ン
タ
ー
の
放
射
線
科
は
、
画
像
診
断
・
Ｉ

Ｖ
Ｒ
・
放
射
線
治
療
を
３
本
の
柱
と
し
て
、
診

療
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

放
射
線
治
療
部
門
を
統
括
す
る
放
射
線
科 

副

部
長
の
伊
良
波
史
朗
氏
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
の

放
射
線
治
療
の
現
況
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
は
私
を
含
め
常
勤
医
２
名
が
担
当

し
て
い
ま
す
。
放
射
線
技
術
部
か
ら
は
、
放
射

線
治
療
専
任
の
診
療
放
射
線
技
師
１
名
に
加

え
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
計
５
名
の
診
療
放

射
線
技
師
が
放
射
線
治
療
業
務
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。

　

放
射
線
治
療
の
件
数
は
１
日
約
20
件
程
度
で
、

　

放
射
線
科
で
は
２
０
１
６
年
10
月
、リ
ニ
ア
ッ

ク
を
更
新
。
沖
縄
県
で
は
初
と
な
る
エ
レ
ク
タ

社
製
リ
ニ
ア
ッ
ク
「V

ersa H
D

」
を
導
入
し
て
、

放
射
線
治
療
を
実
施
し
て
い
る
。
同
リ
ニ
ア
ッ

ク
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、
伊
良
波
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
装
置
が
老
朽
化
し
、
満
足
な
放
射
線
治
療

が
実
施
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が
装
置
更
新
の

大
き
な
理
由
で
す
。
当
時
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

満
足
に
行
え
な
い
な
ど
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
十
分

に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
骨
転
移
の
通

常
照
射
程
度
し
か
行
っ
て
お
ら
ず
、
導
入
前
年

は
年
間
１
０
０
名
程
度
の
患
者
数
で
し
か
な
く
、

苦
し
い
時
期
で
し
た
ね
。
そ
の
よ
う
な
状
況
か

通
常
照
射
業
務
が
多

く
、
肺
が
ん
、
乳
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
、
そ
し
て

当
セ
ン
タ
ー
の
特
長
で

も
あ
る
小
児
の
悪
性
腫

瘍
の
患
者
さ
ん
が
多
い

で
す
ね
。
年
間
で
は
新

規
患
者
が
１
５
０
名
、

再
来
新
患
を
含
め
て
年

間
２
５
０
名
の
が
ん
患

者
さ
ん
の
診
療
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」

ら
脱
却
す
べ
く
、
最
新
の
高
性
能
リ
ニ
ア
ッ
ク

を
導
入
し
て
、
最
先
端
の
高
精
度
放
射
線
治
療

を
実
施
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
」

「V
ersa H

D

」
を
選
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
、

伊
良
波
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
施
設
で
は
、
複
数
台
の

リ
ニ
ア
ッ
ク
を
保
有
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

か
ら
、
１
台
で
通
常
照
射
か
ら
高
精
度
放
射
線

治
療
ま
で
対
応
可
能
な
リ
ニ
ア
ッ
ク
が
必
要
で

す
。そ
こ
で
、で
き
る
だ
け
多
く
の
機
能
を
有
し
、

そ
の
上
で
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た

装
置
で
あ
る
こ
と
を
大
き
な
要
件
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
装
置
・
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

等
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実
し
て
い
る
点
も
大

き
く
考
慮
し
ま
し
た
。
最
近
の
放
射
線
治
療
装

置
や
シ
ス
テ
ム
は
高
度
か
つ
複
雑
化
し
て
き
て

お
り
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
で
す
。
特

に
沖
縄
と
い
う
地
で
は
、
こ
の
こ
と
は
無
視
で

き
ま
せ
ん
。『V

ersa H
D

』
は
エ
レ
ク
タ
社
製

な
が
ら
東
芝
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
が
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
サ
ポ
ー
ト
に
対
応
し
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
が
気
強
か
っ
た
で
す
ね
。
従
前
か
ら

の
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
診
療
放
射
線
技
師
た

ち
か
ら
の
評
価
も
高
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
競

争
入
札
を
経
て
、
導
入
を
決
定
し
ま
し
た
」

「V
ersa H

D

」
は
エ
レ
ク
タ
社
製
リ
ニ
ア
ッ
ク

の
最
高
機
種
で
あ
り
、
高
い
安
全
性
の
も
と
、

１
台
で
全
身
の
様
々
な
が
ん
を
治
療
で
き
る
よ

う
設
計
さ
れ
た
高
精
度
放
射
線
治
療
装
置
で
あ

る
。
同
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
は
、最
新
の
マ
ル
チ
リ
ー

フ
コ
リ
メ
ー
タ
（
Ｍ
Ｌ
Ｃ
）「A

gility

」
を
装
備
。

ア
イ
ソ
セ
ン
タ
ー
位
置
で
５
㎜
幅
、
１
６
０
枚

の
リ
ー
フ
を
有
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
照
射
を
前

通
常
照
射
か
ら
高
精
度
放
射
線
治
療
ま
で
、

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
放
射
線
治
療
を
実
施

最
新
型
リ
ニ
ア
ッ
ク
「V

ersa H
D

」

提
と
し
た
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
小
照
射
野
か

ら
大
照
射
野
ま
で
全
て
５
㎜
リ
ー
フ
で
の
治
療

が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
リ
ー
フ
駆
動
速
度
の

向
上
に
よ
っ
て
照
射
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
よ
り
さ
ら
に
漏
え
い
線
量
の
低
減
を
実
現

し
て
い
る
。

「V
ersa H

D

」
に
つ
い
て
、
伊
良
波
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
評
価
す
る
。

「
こ
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
は
、
照
射
野
が
広
く
、
複
数

の
腫
瘍
に
対
し
て
も
ス
プ
リ
ッ
ト
照
射
す
る
こ

と
な
く
ビ
ー
ム
を
１
フ
ィ
ー
ル
ド
で
照
射
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
の
精
度
も
高
く
、

短
時
間
で
の
放
射
線
治
療
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

価
格
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
も
大

き
い
で
す
ね
。
お
か
げ
で
、
装
置
と
治
療
計
画

シ
ス
テ
ム
だ
け
で
な
く
、
高
性
能
な
位
置
決
め

シ
ス
テ
ム
も
併
せ
て
導
入
で
き
、
結
果
、
迅
速

か
つ
高
精
度
な
位
置
決
め
が
実
現
で
き
て
い
る

こ
と
も
、
高
精
度
放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
上

で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
」

　

装
置
を
現
場
で
運
用
す
る
放
射
線
技
術
部
の

診
療
放
射
線
技
師
で
あ
る
城
間 

哲
氏
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
話
す
。

「
寝
台
や
ビ
ー
ム
の
精
度
が
非
常
に
高
く
、
Ｑ
Ａ

な
ど
も
自
動
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
効
率
よ

く
管
理
業
務
も
行
え
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
重
要

な
の
は
照
射
の
精
度
と
位
置
合
わ
せ
で
す
が
、

特
に
後
者
は
治
療
装
置
の
付
属
シ
ス
テ
ム
だ
け

で
な
く
、
別
の
高
性
能
な
位
置
決
め
シ
ス
テ
ム

に
よ
っ
て
作
業
を
迅
速
に
で
き
て
お
り
、
そ
の

結
果
が
、
治
療
に
要
す
る
時
間
の
短
縮
化
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｌ
Ｃ
『A

gility

』
は
漏
れ
線
量
が

少
な
く
、
試
験
的
に
２
０
０
０
Gy
の
ビ
ー
ム
を

放射線治療システム「Versa HD」の操作室。
回転原体照射に強度変調の機能を加えた最先
端の照射法である「VMAT」により、より高精
度な放射線治療を実施している

　

成
人
先
天
性
心
疾
患
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、

小
児
部
門
だ
け
で
な
く
成
人
部
門
も
充
実
し
て

い
る
当
施
設
は
理
想
的
な
施
設
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。
重
要
な
の
は
、
成
人
先
天
性
心
疾
患
を

診
療
す
る
人
材
を
要
請
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の

課
題
の
１
つ
と
も
言
え
ま
す
。

　

人
材
養
成
と
い
う
点
で
、
当
セ
ン
タ
ー
は
も

う
１
つ
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
当
施
設

は
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
を
有
す
る
な
ど
、
幅
広

い
症
例
と
優
れ
た
ス
タ
ッ
フ
、
指
導
医
に
よ
る

指
導
体
制
に
よ
り
、
多
く
の
初
期
研
修
医
が
集

ま
る
の
で
す
が
、
一
方
、
県
立
八
重
山
病
院
、

宮
古
病
院
、
北
部
病
院
な
ど
の
離
島
僻
地
の
県

立
病
院
で
継
続
し
て
医
療
に
取
り
組
ん
で
く
れ

る
後
期
研
修
医
の
確
保
と
養
成
に
苦
心
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、医
師
に
と
っ

て
魅
力
の
あ
る
施
設
づ
く
り
を
今
後
も
続
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

1995 年島根医科大学医学部卒。同年琉球大学医学
部放射線科入局。沖縄県立北部病院附属安田診療
所、南部徳洲会病院、中頭病院、ハートライフ病院
等を経て、2006 年 7 月より沖縄県立南部医療センター・
こども医療センター放射線科勤務、現在に至る

伊良波史朗（いらは・しろう）氏

救命救急センター入口。同センターは 3 次救急医療機関として平成 26 年度実績
で成人 1 万 5,674 人、小児 2 万 543 人の救急受診者を受け入れている

マルチリーフコリメータ「Agility」。160 枚の高度分割タング
ステン製リーフを備え、腫瘍の輪郭に合わせてビームを正確
に照射し、正常組織に照射するリスクを低減する

照
射
し
て
も
漏
れ
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。『V

ersa H
D

』
は
優
れ
た
装
置
・
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
と
言
え
ま
す
ね
」

「V
ersa H

D

」
は
、
統
合
的
治
療
計
画
シ
ス
テ

ム「M
onaco

5

」
を
有
し
て
い
る
。
同
シ
ス
テ

ム
は
、
自
社
開
発
の
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
た
め
、
高
分
解
能
・
低
漏
え
い
の
高
性
能
Ｍ

Ｌ
Ｃ
で
あ
る
「A

gility

」
を
忠
実
に
モ
デ
リ
ン

グ
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。
ま
た
、
生
物
学
的
な

反
応
を
考
慮
し
た
線
量
制
限
を
臓
器
別
に
設
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、ト
ラ
イ・
ア
ン
ド・

エ
ラ
ー
の
削
減
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
複
数
の

要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
線
量
制
限
も
設
定
可
能

で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
に
は
、
特
に
秀
逸
な
高
性

能
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
が
搭
載
さ
れ
、
高
い
線
量
計

算
精
度
を
得
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
計
算
時
間

も
短
時
間
に
な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　

伊
良
波
氏
は
、「M

onaco
5

」
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

「
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
『M

onaco
5

』
は
、
線

量
率
の
計
算
な
ど
、
治
療
計
画
作
成
に
つ
い
て

「Versa HD」の設置された放射線治療室。木
目調の壁面等、放射線治療を受ける患者に安心
と安全を提供するための設計がなされている

位置決めシステムには、「Versa HD」
付属の 3 次元光学計測システムに加
え、赤外線等で位置決めを行うシステ
ムを導入し、高精度な位置決めをより
短時間で実施できる体制を実現

高
性
能
な
計
算
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
、

自
動
で
精
度
の
高
い
治
療
計
画
を
策
定

統
合
的
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
「M

onaco 5
」
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か
な
り
の
部
分
が
自
動
化
さ
れ
て
お
り
、
線
量

分
布
は
非
常
に
精
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
若
干
、
治
療
時
間
が
長
く
な
り

ま
す
が
、
１
～
２
分
の
治
療
時
間
が
３
～
４
分

程
度
に
な
る
に
過
ぎ
ず
、
患
者
さ
ん
の
固
定
さ

え
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
し
、

前
立
腺
が
ん
へ
の
照
射
で
あ
れ
ば
１
分
程
度
で

終
了
し
ま
す
」

　

伊
良
波
氏
は
、「M

onaco
5

」
以
外
の
放
射

線
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
と
の
使
い
分
け
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
全
て
の
症
例
を
『M

onaco
5

』
で
行
う
に
は
、

若
干
手
間
と
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
で
、
複

雑
で
難
し
い
症
例
に
は
『M

onaco
5

』
を
使
用

し
、
乳
腺
や
脊
髄
に
対
す
る
放
射
線
治
療
で
、

で
き
る
だ
け
照
射
時
間
を
短
く
し
た
い
場
合
や
、

よ
り
単
純
な
症
例
に
対
し
て
は
、
運
用
が
簡
便

な
他
の
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
い
ま
す
」

　

同
セ
ン
タ
ー
が
「V

ersa H
D

」
を
用
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
放
射
線
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
は
前
述
の
と
お
り
だ
が
、
そ
の
成
果
と
し
て

伊
良
波
氏
は
、
肺
が
ん
患
者
の
頭
部
へ
の
多
発

性
脳
転
移
腫
瘍
に
対
す
る
定
位
照
射
の
事
例
を

挙
げ
て
い
る
。

「
肺
が
ん
の
患
者
さ
ん
で
、
治
療
後
、
脳
に
転
移

性
の
腫
瘍
が
見
つ
か
っ
た
症
例
で
は
、
１
㎝
程
度

の
や
や
大
き
な
腫
瘍
が
４
つ
、
５
～
６
ミ
リ
の
や

や
小
さ
な
腫
瘍
が
５
つ
の
計
９
ヵ
所
も
の
転
移

が
確
認
で
き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
か
ら
の
希
望

に
よ
り
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
よ
る
Ｓ
Ｒ
Ｔ（Stereotactic 

Radio T
herapy

）
を
実
施
し
た
の
で
す
。
す
で

に
予
防
的
治
療
と
し
て
全
脳
照
射
を
行
っ
て
い

た
の
で
、
患
者
さ
ん
本
人
に
は
十
分
な
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
を
行
い
、
ご
了
解
を
い

た
だ
い
た
こ
と
は
自
明
で
す
。
幸
い
に
治
療
２
ヵ

月
後
、
９
つ
の
腫
瘍
の
う
ち
６
個
は
消
失
し
、

大
き
か
っ
た
３
つ
の
腫
瘍
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
残
り
の
３
つ
の
腫

瘍
は
、
今
か
ら
消
え
て
い
く
過
程
な
の
か
、
ま

た
新
た
に
発
症
し
た
も
の
な
の
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
に
は
副
作
用
も
出
ず
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
同
じ
よ
う
な
治
療
を
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ

で
行
う
と
な
る
と
、
４
時
間
程
度
は
ベ
ッ
ド
に

頭
部
を
固
定
し
て
治
療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、『V

ersa H
D

』
な
ら
位
置
合
わ
せ
を
し
て

治
療
終
了
ま
で
10
分
程
度
で
済
ん
で
し
ま
い
ま

す
か
ら
、
非
常
に
効
率
よ
く
治
療
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
使
い
方
が
で
き
る
点

は
、
極
め
て
高
く
評
価
で
き
ま
す
ね
」

　

同
じ
部
位
に
複
数
回
の
放
射
線
治
療
を
実
施

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
伊
良
波
氏
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
が
ん
医
療
で
は
、
再
発
等
で
疼
痛
に
苦
し
む
患

者
さ
ん
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
適
切
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

は
大
前
提
で
す
が
、
最
新
の
放
射
線
治
療
装
置

と
シ
ス
テ
ム
で
は
、
非
常
に
高
い
位
置
精
度
を

担
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
複
数
回
の
放
射
線
治
療
が
可
能
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

十
分
な
必
要
性
が
あ
り
、
患
者
さ
ん
と
相
談

し
て
確
実
な
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
複
数
回
の

放
射
線
治
療
は
問
題
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
最
先
端
の
治
療
装
置
と
シ
ス
テ
ム
で
可

能
な
治
療
法
は
増
え
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
が
進
ん

で
ほ
し
い
で
す
ね
」

「V
ersa H

D

」
の
稼
働
か
ら
１
年
、
今
後
の
同

セ
ン
タ
ー
の
放
射
線
治
療
の
展
望
に
つ
い
て
、

伊
良
波
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
し
い
放
射
線
治
療
装
置
と
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
放
射
線
治
療
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

診
療
報
酬
上
の
加
算
を
得
ら
れ
る
体
制
が
整
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
前
述
の
と
お
り
、
乳
が
ん
、

肺
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
、
小
児
が
ん
の
患
者
数

は
多
い
の
で
す
が
、
特
に
頭
頸
部
が
ん
の
患
者

数
が
少
な
い
点
を
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
は
高
度
化
・
複

雑
化
し
て
き
て
お
り
、
同
じ
腫
瘍
に
対
し
て
同

じ
Ｒ
Ｏ
Ｉ
を
取
る
と
し
て
も
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
よ
っ
て
線
量
分
布
が
異
な
り
ま
す
し
、
全
く

同
じ
治
療
は
１
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
が
ん
患
者

さ
ん
の
要
望
も
根
治
か
ら
疼
痛
緩
和
に
至
る
ま

で
多
岐
に
お
よ
び
ま
す
が
、
最
新
の
装
置
と
シ

ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

臨
床
中
心
の
、
当
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
施
設

で
は
、
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
の
要
望
に
応
え

て
い
く
こ
と
で
、
集
患
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
公
立
病
院
ゆ
え
に
宣
伝
す
る
こ
と
が

難
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
市
民
講
座
や
医

師
会
へ
の
働
き
か
け
等
を
通
じ
、
当
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
放
射
線
治
療
の
質
の
高
さ
を
広
め
、

患
者
増
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

沖縄県立南部医療センター・
こども医療センター

所  在  地：沖縄県島尻郡南風原町
　　　　　　字新川 118 番地 1
院        長：佐久本　薫
スタッフ数：1113人（医師147人、
　　　　　　看護師579人、その他387人）
　　　　　　※初期研修医および委託職員を除く
許可病床数：434床（一般 423床・
　　　　　　精神 5床・感染 6床）

沖縄県立南部医療センター・こども医
療センターは、那覇空港、モノレール
や沖縄本島南北を縦断する沖縄自動
車道からアクセスの良い地に設立。
全国でも数少ない、こども病院を併
設した、大人とこどものための基幹病
院であり、胎児期から成人まで、あら
ゆる疾患に対応する事が可能な高度
で多機能な病院である。また、8 ヵ所
の付属離島診療所を管轄するなど、
離島、僻地医療支援を行っているほ
か、臨床研修施設としての医療従事
者の養成等も積極的に行っている。

放射線治療計画システム「Monaco 5」を操作する
放射線治療医の前本 均氏。「VMAT による照射分
布は精度が高く、それを自動的に計算してくれるので
業務が大幅に効率化しています」と話す

放 射 線 治 療システム「V e r s a  H D」症 例 画 像 ❷ 放 射 線 治 療システム「V e r s a  H D」症 例 画 像 ❶

多
発
性
脳
転
移
腫
瘍
に
対
す
る
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
よ
る

定
位
照
射
を
実
施
し
て
成
果
を
挙
げ
る

高
精
度
放
射
線
治
療

最
先
端
の
治
療
装
置
の
存
在
を
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【症例 1（写真 1ー2）】
65 歳、男性、結腸がんの腹壁転移。疼
痛が強く、2ヵ所の離れた転移巣を一括し
て照射施行。2017 年 3 月にVMATにて
40Gy/20fr で施行。疼痛は改善した

【症例 2（写真 3）】
50 歳、女性、乳がんの脊
椎転位。疼痛が強く、骨シ
ンチ施行したところ、腰椎 3
－5 番レベルの骨転移が見
つかる。馬尾レベルである
が、若年者であり、将来的
に再度の照射の可能性もあ
る故 に、脊 髄 腔を外し
VMATにて照射。2017 年
8 月、40Gy/20fr で 施 行。
疼痛は消失した

【症例 3（写真 4ー7）】
69 歳、男性。小細胞肺がんにて化
学療法で CR 後、PCI 25Gy/10fr で
施 行された（2016 年 6 月～ 9 月）。
2017 年 6月に頭痛があり、MRI 施行
し9ヵ所の多発脳転移が見つかる（写
真 4、6）。通常なら全脳照射であるが、
先行してPCI がなされており、再度の
全脳照射は困難と判断。定位的に
2017年７月にVMATを施行。3arc（コ
プラナーは 1arc、ノンコプラナー
2arc）、30Gy/10frにて施行（写真 5）。
2ヵ月後の MRI では一部残存するも、
すべて改善傾向（写真 7）。現在、
終了後 4ヵ月が経過したが、頭痛は
消失、また、新たな神経症状の出現
は見られてない。


